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Case: 60歳、男性

215L|制:構音障害、記名力低下、意欲低下

Diagnosis: Neuro-Behcet病

TGP82_01 脳MRI体軸断 (左T1強調、右T2強調像)
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TGP82.02 脳血流シンチグラム

Co町、円、ents:

左肘静脈よりTc-99m

HMPAO ( hexamethylpropylenamine) 、 11 10MBq静

注し約5分後より2検出器型 y カメラにて撮像を行った。

なおMRIはO.2T永久磁石型を用いた。 画像診断では、

MRIでは特に異常を認めない σGP82.01)。 脳血流

シンチでは皮質にび漫性の集積低下と基底核に左右

不均ーが認められた σGP82.02)。

Conclusion: 

Behcet病のうちで、 I:~I枢ネ111経障害を有するものはneuro­

Behcet病と呼ばれている1.2)0 MRIが同疾患に有用だ

とする報告はあるが3) 、 Tc-99m HMPAOによる報告

は少ないため、最近経験したneuro-Behcet病患者に

施行された脳血流シンチに検討を加え、 MRIとの比較

を行った。 問疾患の主な病変は脳幹及び基底核と言

われているが1)、今回われわれが検討した症例におい

ても基底核の左右差、皮質の集積低下等の所見が得

られ、脳血流シンチがneuro-Behcet病に対し鋭敏な

検査であると思われた。
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Case: 68歳、男性

忠弘laint: 下血
Diagnosis: 直腸癌 (pT3NOMO， Stage 11 , Dukes ß，中分化型腺癌)

Comments: 

CTでの骨盤部被像u寺に3.6%カルメロースおよび2%硫

酸バリウムを含有するCT用経旺直腸造影剤約100ml

を患者に経旺投与した。 なお、 CTの婦像は、 GE-YMS

社製ヘリカル (スリップ・リング ) CT ( ProSeed ) を使用

し、毎秒5mmのテーフ。ル移動速度にて行い、 5mm

sectionの連続画像に再構成した。 また、インジ、エクタ

ーを用いてヨード造影剤の経静脈性ボーラス注入を併

用したσGP83. 03)。 これによって、直腸内腔は完全に

造影され、原病巣の大ききゃ直腸壁への浸潤状況、直

腸内腔と周囲の臓器とくにl傍脱や精嚢 ・ 前立腺との位

置関係が明瞭に把握可能となった。 直腸造影エックス

線{象 σGP83.01)では直腸内腔~壁の情報しか得ら

TGP83.01 本症例の直揚エ ッ クス線

造影像 (側面像)

れないが、こういった経旺直腸造影CTは直腸壁~周

囲の状況が容易に把握し得る。一方、直腸内腔を造

影しない通常のCTでは、直腸癌の大きさや浸潤状況

の把握は困難である σGP83.02)。 従って、本症例の如

く下Ifn等を訴える場合には、直腸内腔~壁の状況はも

ちろん、直腸壁外への癌の浸i聞を否定する上でも、経

旺直腸造影CTは直腸エックス線造影やファイパースコ

ピーの次に施行すべき有用な検査法であろう。

Conclusions: 

欧米においては、直腸癌の術前診断において大量の

水を注入するCT搬像法等が発表されているが、患者

にとっては大きな苦痛を伴うもので、あろう。 ところで、以
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前我々が開発したCT用経口食道造影剤は、非常に粘

度が高いことから、約100mlの経旺投与aで、充分に直腸

に滞留し得、適度に直腸内腔を拡張させたCTf象を得

ることができる。 直腸癌のCT診断およびその放射線

治療 ・ 化学療法等による効果判定、また種々の原因に

よる直腸の機能的 ・ 器質的通過障害のCT診断におい

て、こういった経!l工直腸造影CTはその診断侃IÎ値を高

め、重要な診断法となるものと思われる。
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